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ち

ゃ
え
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福
島
・小
茶
円
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
平
山
崎
字
小
茶
円

。
馬
場

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
一
一
月
を
（継
続
中
）

３
　
発
掘
機
関
　
　
②
い
わ
き
市
教
育
文
化
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
士
山
田
生
哉

。
猪
狩
み
ち
子

・
佐
藤
勝
比
古

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
ｉ

一
八
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

小
茶
円
遺
跡
は
、
平
の
市
街
地
の
東
方
約
四
血
、
夏
井
川
下
流
の
右
岸
に
位

置
す
る
。
太
平
洋
の
汀
線
か
ら
約
三
血
の
位
置
に
あ
り
、
古
代
の
磐
城
郡
磐
城

郷
に
属
す
る
。
ち
な
み
に
、
磐

城
郡
衛
に
比
定
さ
れ
る
根
岸
遺

跡
は
、
小
茶
円
遺
跡
の
南
東
方

向
約
二
ｈ
の
所
に
位
置
し
、
付

札
木
簡
が
出
上
し
た
荒
田
目
条

里
制
遺
構

翁
木
簡
研
究
』
一
一う

は
、
本
遺
跡
南
側
に
隣
接
し
て

鮮

い
る
。

現
在
の
海
岸
線
は
、　
一
八
〇

〇
年
前
頃
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
地
域
に
は
、
海
退
過
程
に
形
成

さ
れ
た
浜
尭
が
数
列
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
は
、
浜
堤
と
浜
民
の
中
間
位
に

立
地
し
、
太
平
洋
に
向
か
っ
て
東
に
伸
び
る
二
つ
の
海
岸
段
丘
の
開
口
部
に
あ

た
っ
て
い
る
。
現
況
は
、
夏
井
川
に
北
面
す
る
田
園
地
帯
で
、
標
高
は
三
を
四

ｍ
前
後
を
測
る
。

小
茶
円
遺
跡
の
調
査
は
、
常
磐
バ
イ
パ
ス
道
路
改
築
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査

で
あ
る
。
調
査
面
積
は
、
ほ
ば
南
北
に
走
る
四
五
〇
ｍ
の
路
線
内
、
約

一
六
〇

〇
〇
ド
に
わ
た
る
。

調
査
の
結
果
、
調
査
区
域
の
南
側
部
分
で
古
代
か
ら
の
水
田
跡
が
数
面
確
認

さ
れ
た
。
北
側
部
分
か
ら
は
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
遺
構
群
が
多
数
確
認

さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
掘
立
柱
建
物
二
四
棟
、
竪
穴
住
居
五
二
棟
、
井

戸
を
含
む
土
坑

一
八
三
基
、
溝
三
〇
〇
条
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
遺
構
の

多
く
は
、
お
お
よ
そ
九
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
代
に
入
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

今
回
報
告
す
る
木
簡
の
比
定
時
期
で
あ
る

一
三
世
紀
後
半
か
ら

一
四
世
紀
の
遺

構
も
若
干
含
ま
れ
る
。

遺
物
の
出
土
量
は
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
約
二
六
〇
箱
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、

土
師
器
、
須
恵
器
が
大
半
を
占
め
、
数
点
の
弥
生
土
器
、
灰
釉
陶
器

・
緑
釉
陶

器
を
含
む
施
釉
陶
器
、
手
樫
ね
土
器

・
土
錘

・
カ
ラ
カ
マ
ド
な
ど
の
上
製
品
、

曲
物

・
椀

。
桶
な
ど
の
木
製
品
、
鉄
岸
や
刀
子
な
ど
の
金
属
製
品
も
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
遺
跡
の
性
格
を
知
る
上
で
特
筆
す
べ
き
遺
物
は
、
緑
釉
陶
器
五
二
点
、

灰
釉
陶
器
九
三
点
、
カ
ラ
カ
マ
ド
ニ
個
体
、
獣
脚
の
風
字
硯

一
点
で
あ
る
。
ま



1991年出上の木簡

た
、
墨
書
土
器
、
線
刻
土
器
は

一
六
点
出
上
し
て
お
り
、
判
読
で
き
る
も
の
に
、

「十

一
」
「十
二
」
「十
三
」
「
石
木
田
」
「厨
」
が
あ
る
。

木
筒
は
五
点
あ
り
、
井
戸
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
同
型
式
の
井
戸
か
ら
、
常

滑
産
の
甕
の
日
縁
部
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
年
代
か
ら
木
簡
に
も

一
三
世
紀

後
半
か
ら

一
四
世
紀
の
年
代
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
遺
跡
の
隆
盛
期
は
、
九
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
で
あ
り
、
中
世
に
比
定
さ
れ

る
遺
構

。
遺
物
は
、
井
戸
以
外
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
当
該

期
に
お
け
る
遺
跡
の
あ
り
方
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
て
い
な
い
。
隆
盛

期
で
あ
る
古
代
の
遺
跡
の
性
格
を
含
め
、
今
後
の
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

口
　
口

口
　
□

二
月
日
□

∞∞
〇
×
（］
〕
”）
×
∞
　
ｏ
∞
【

出
上
し
た
五
点
は
、
い
ず
れ
も
削
痕
が
は
な
は
だ
し
く
、
文
字
は
ω
の

「
五

月
」
以
外
は
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。
五
点
の
う
ち
、
二
点
は
表
裏
と
も
に

削
り
残
し
の
文
字
が
観
察
さ
れ
る
が
、
他
の
三
点
は
片
面
に
文
字
が
残
る
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
内
容
等
に
つ
い
て
は
不
明
と
言
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
五

点
と
も
長
さ
、
厚
さ
、
材
質
が
同
じ
で
、
う
ち

一
点
の
上

・
下
端
部
片
側
隅
が

斜
め
に
切
り
落
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
二
点
が
接
合
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
本
来
は
折
敷
の
底
板
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
後
、
数
枚
に
分
割
き
れ
、
井
戸
内
に
投
棄
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
の
ご
教
示
を
得

，
ぅ

に

。

（吉
田
生
哉
）




